
　　　　　　　　　人の幸せは、健全な人間関係と安全で平和な社会であってこそ実感できるものと言えます。

　　　　　　　　　一人一人が「人間とはなんであるか」を問い直し、「人間の本質」に気づき、豊かな人間性を

　　　　　　　　　身に備えることによって、真の幸せが得られるものと考えます。

　　　　　　　　　私達は「人間の本質」に目覚め、人間性の向上に歩み始める事を「人間性復活」と呼び、

　　　　　　　　　人間性復活の大切さを広く社会に呼びかける運動を行っています。

 ■ 講 演

　　   　フィリピン大学国際教育センター客員教授（教育社会学）

　　   　中国北京市文化芸術招聘研究員を経て、現在 日本保健

　   　　医療大学客員教授（国際文化論）、一般財団法人 臼杵教

　   　　育財団理事長を務めている。

　　  　 留学生への支援により、第一回　神戸市国際交流賞、ソロ

　　   　プチミスト千嘉代子賞等を受賞。

　　   　「心の教育・性教育・人間教育を考える会」 「日本子供社

　　  　 会学会」「日本保健医療社会学会」 に所属し 活動を続け

　　  　 ている。

 

 ■ 朗 読・演 奏
　

・日　時　：　２０２６年１月１８日（日）
　　　　　　　　　　　１３：３０～１5：４５

　　 　　　　　　　　　　※開場：13：00

・会　場　：　福岡市立南市民センター 視聴覚室

　　　　　　　　　　　　　福岡市南区塩原2丁目8－2

・会　費　：　１,０００円

・後　援　：　（株）世論時報社

主催：一般社団法人　人間性復活運動本部福岡支所

　　　　　　　　　　　　　  　 　　　　　TEL：090-9076-6823（近藤）

 2026　明るい明日を築く集い

         　     『どうすれば人間は理解しあえるのか』

             　          　   　講 師 ： 臼杵　百合子（うすき  ゆりこ）氏

           ■　 朗読　 中学生作文   ：   田中澄子

              　■ 　オカリナ演奏  ：  木林聖貴


